
Ⅳ　休業補償費の立てかえ

この地域の労働者厳港湾運送菜､建設業､陸上運送業､

製造業など他産業に比べて災害のおこりゃすい壱按だ現

湯で卸,ていろ｡特に､照和3年度職種別災害状況の別

表を見ても分るように港湾運送業､建設業で災害にあっ

た労働者の数が庄倒的に多いo全国的にみても､これら

産業は災害の発生しヤすい産業である｡大阪における状

況をみると､建設業につい<.ま大阪のみならず近畿~

円､いや､全国に災害がわたっているため､災害の状況

をつかむことは大変困難であるが､港湾運送業について

は､船内荷役が昭和43年の1年間に災害件数は2,295件

でそのうち日雇労働者の災害件数は901件になってい

る｡沿岸荷役は昭和43年1年間の災害件数は556件で･

そのうち日雇労働者の災害件数は350倍になっている｡

しかし､船内で就労していろ労働者のそれぞれの延労働

者数に対すろ日雇労働者と常用労働者の災害発生の度合

をみると2 ･ 1になる｡沿岸の場合は4 63: 1の割合に

なる.このような割合は他の港と違い大阪では日雇労

働者に依存している率が高く､常用労働者との比では船

内荷役は約4割､沿岸荷役もはば同様の伯iを示めてい

ろ｡以上は港湾運送業における大阪での状態である｡しか

し､これらの教は管轄の労働基準監督署に関係会社が全

く自主的に報告した｢死傷病報告｣にもとづいた結果

で､実際には､当センターで扱っていろ災害にともなう

休業補償の立てかえで･港湾運送業のA社は災害件数が

この1年間に100余件もあったが報告では50余件にしか

すぎない｡これは労働者災害箱償保険に対すろ会社の認

識不足もあってあえて報告せず､会社白身の手で処理

されている｡特に､休業8日以内の傷病の場合にそれが

見られる｡以上から港漆運送業のなかで日雇労働者が占

める労働災害は前述の割合より実際はもっと増えている

と措定されろ｡港湾運送業､建設業等は古くから､企業

の受注が不規則であり､作業が季節､天候などによる制

約を受けるため､日雇労働力に大きく依存せねばならな

い｡特に､港湾運送業については､大阪港の特殊事情

(多くの荷役が荷と港の事情でほとんどハレケで作業が

行わわる)千.大きく日雇労働者に依存しているoこれ

ら産業の企業規模がほとんど大企業に依存している中

小､零細企業で､受注のために､企業間の競争が激しく､

整備が遅れている｡このような理由から日雇労働力に大

きく依存しているが､企業自らなさねはならぬ安全設備

と安全教育の問題はどうであろうか｡企業の性格が前述

のごとく中小､零細企業が多く､企業間の過度競争が激

しいため､とても安全設備､安全教育にカを入れる余裕

がないし､カを入れなくても西成地城には安全設備や教

育の必要なしに､災害を受けた労働力をおきなう十分な

余剰労働力がある｡企業自身これらの安全対策に対する

憲劃こ多くの問題がある｡それは本来､古くからある根

強い封建的な雇用制度と結びついた労務管理が未だ残っ

ていて､設備の不十分さや日雇労働者を雇用した堤合に

起り得ろ訓練等に不十分なところがある｡これがたな上

げされて､災害の責任が､労働者自身の責任に転化され

ることもある｡この地域の簡易宿泊所に寝とまりする労

働者のなかに朕全国の地方や農村などから流れ込んで

きて危険度の高い職場に就労する｡もし､十分な施設

と安全教育がなされるならば､相当数のこれら災害が減

ることは明らかである｡

労働災害に関する相謝ま､当センターの相談業務のな

かで多くの部分を占め､年々､培える傾向にあるoこの

相談朕大きく分けて二通りある○一つはいわゆる労働者

災害補償保険を適用させるための手続き上の相談､もう
一つは労災保険適用中の休業中の生活費､即ち､休業構

償費の立てかえである｡手続き上の相談としてば､災害

に対すろ十分な啓蒙が不足しているところから､労働者

が災害にあった陳に必要な手続きをどうとったらよいか

解らないという相談である○この境合､労働災害の手続

きを具体的に説明し､事業所に連絡し+.医猿機関の診

断をうげ､労働災害として認めてもらう現悪書を発行し

てもらうことである｡しかし､事業所によっては災害を

かくしたり､現忍する者がいないといっt･現悪書の発

行を拒否する場合がある｡また､傷病の程度によって災

害をかくしたり､事業主が労働者災害裾線保険に加入し

ていない場合がある｡これ等手続き上の棺謝ま比較的簡

単で.多くの場合､次に掲げろ休業補償費の立替えに結

びついている｡というのは現悪書を発行する迄に時間が

かかり､それだけで労働災害に関する相談が完了するの

ではなく､むしろ､相談はここから始まり､生活の保障

関頭

の問題が緊急な課題となってくる｡

休業中の生活軸覇業髄貫の立替えは､その日そC
の日の生活に追われているこの地域の労働者にとっては

生活の余裕がなく､ただちに収入が途絶えろため､緊

急､且つ､深刻な問題である｡一般的に休業補償費の支

給は､一定期間治寮を受けたうえで･医師に休業の証明

を受け､事業主に傷病を受けた理由や賃金の明細等の証

明を受け､管轄の労働基準監督署に請求し､早くて20日

程度､遅くなれば､ 40日以上かかって支給されろ｡この

地域の労働者にとってそんなのんきなことを言っておれ

ず､災害にあったときから毎日の生活費の立替えが必要

である｡港湾運送業関係で災割こあった場合は､災害が比

較的多いため､これが比較的制度化されていで多くは

立替えてくれるが､土木､建設業関係で災害にあった場

合は草葉所が地軸部こ散っていて個々別々に立替えの

相談をしなければならず､また､直接､労働者を求人する
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事業所が下請けの末端にあり､立替え能力がない場合が

あってなかなか責任を取ってくれない｡一般に港湾運

送業関係の事業所を除いてほとんど､他の事業所は労働

者災害箱償保険に対する知識が乏しく､過去に立替えを

したが､二重取りをされたとか､本人が行方不明になっ

て､労働基準監督署から休業補償費の支給がなされなか

った､ことなどから立替えをしぶる場合がよくある｡こ

れをなくし､多くの事業主が災害にあった労閲者に立替

えできろよう､事業主から立替え金を預り､毎日､休業

中であることを確認したうえで.立替え金を出し､必ず

必要な書類を添えたうえ{･.事業所{･精算して､手続き

をする場合と､休業補償費請求者の住所をセンターに請

求して､印鑑及び委任状を預り､センターが一時立番え

をし､支払通知が来たら､労働者と同行して休業福償

寅の支給を受け､清算するという方法で立替えをやって

いる｡昭和43年度の休業補償費の立替えは576件､ 2iO32

万3.305円､延日数21.345日であった｡災害件数576件

中､職種別に見ると別表のとおり､港湾運送業は328件,

57 0%､建設業が184件､ 31 94%､睦上運送業22件､

3 8%､製造業42件､7 3%になっていろ｡災害にあった労

働者の傷病部位勘まとんとが手や足で約75%､傷病の

種類は打羨､挫傷,捻挫が半数以上の55 4%､骨折25 2

%､挫創16 1%､となっている｡これは災害にあった労

は動

働者の仕事が単純､肉体労働であり､機械などを使って

やる凌雑な労働でないことがわかる｡特に､沿岸荷役の

冷蔵庫の厚内作業で災害にあう場合､ほんのちょっとし

た動作が､庄内零下20度下で20-50月かこあまる冷凍魚荷

役の荷を滑り落したりする場合など､この地域の未熟煉

労働者の災害の多いことを物語っている｡

立替え金額については､別表で明らかなように港湾運

送業で災害にあった労働者が半数以上を占め､昭和43年

4月から休業補鱒費の額が港湾労働者に限って､ 996円

から1.194円に増えたこと､全般的に物価上昇等とあい

まっで賃金が若干､あがったことなどにより､大巾に

立替え金額が増えている｡

次に､第5表のように休業1カ月以上が約36%､ 2週

間以上を加えると奏に半数以上である｡このように休業

期間が延びていろため､増えたとい,えろ｡災害にあっ

た労働者の年令をみると､ほぼ25才から45才くらいま

でが圧倒的に多い｡ここでも分るように､この地域の

日雇労働者が就労する産業全てが肉体労働が基本である

ため､労働者として最も働き盛りの30ftが多いこと､ 51

才以上の労働者のうち､ 55才までがほとんど{･.この年

令以上の労働者には働きにくいことが考えられる｡逆

に､ 20才未満はこの地域にいたって少ない｡次に､災害
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が発生した時間をみると､就労し始めが特に多い｡これ

は日雇いのため､その仕事に不馴れで.また､ほとんど

数名または十数名で仕事をする場合等が多いため､十分

気があわず災害にあう可能性が強い｡午後1-3時迄に

多いのは､食事後でどうしても気がゆるんで災害が起り

やすいと考えられる｡午後3-5時迄も多い｡これはも

う少しで仕事が終わるため､これも同様に気がゆるむ結

果と考えられる｡午後6時以降に災害がみられるのは､

港湾の場合や建設の蕩合が特に多く､就労時間がまちま

ちであることがよく解る｡

休業補償費の立替えを受けている労働者の生活の実態

はどうであろうか｡立替え金額の中で最も多く支払われ

ている金額､900円をみた場合､労働力の再生産をするた

めに必要な1日の生活費､特に､約80%近い単身者でみる

と､ドヤ代(簡易宿泊所や日払アパートの1日の部屋

代)が第8表のごとく100円から200円が66 6%を占めて

いるが､このうちほとんどは200円に近い｡だからドヤ

代を200円､三度の食事代､肉､タバコなどの支出で･

すでにカツカ･Y.傷病を早く治すため､打撲や骨折､捻

挫などの場合､特に､マッサージを受けている労働者に

とっては､必要な入浴にもことかくぼと､全く余裕がな

い場合が多い｡

傷病の部位､種類などから判萌して休業が延びてい

ろのは､回復に必要な栄養がおぎなえていない結果と考

えられる｡生活の保障としての休業補償費は決して傷病

した労働者に対する十分な補僧ではなく､最低の補償だ

と言えろ｡労働者はそのためやむを得ず節約出来る唯一

の方法として食費を節約するe回復の遅れは労筒音の生

活の苦しさに拍車をかけるので･何んとか苦しさをのが

れようと､身体を無理して､休業を打切り､仕事に行く｡

まだ完全に回復していないため､再度災害にあい･身体

を悪くする｡災害にあった576名のうち､ 98名が2回目

以上の災害経験者t･あるeひどい者になればここ数年

間に5-6回災害にあった書もいろe

立替えを受けていろ労働者のうち78-4%は単身労伺者

であるが.残りの21-6%は家族持ち(妻のみ13･1%､ 3

人以上(子持ち) 8 5%)の労働者でLその生活問題は

さらに深刻である｡殆んとの妻は･パートタイムの仕事に

行き､ 1時剛00円か120円の安い賃金千･千を主人に預

け､平均1日､ 4-5時間働くo仕事は大体飲食店や旅

館(ドヤ)の掃除婦などe Lかし1度､生活のリズムが

狂うと､どうしようもなくなる=部屋代が何日溜った､

米を買う金に不足する､子供の入学費､給食代　どう

しても支払えなくなる｡などなど.生活の苦しさを切々

と訴えられる｡職員には事情がよく弄るだけに､やりば

のない困惑におそわれる｡いくら事情が分っていても､

休業補楯の立替え範囲を越えた相談では何も出来ない場

合がある｡そうしたときに悲しい結果がおきろo妻が生

活苦に愛想をつかしで夫と子供を残して家出､その夫

が子供をかかえてとび込ん<･来て悲痛の寝に男泣きす

る｡深刻な問題とLt.その解決のために豊かな社会保

障を提起せざるを得ない○

病気見舞その他

労働福祉として､西成労働福祉センタ十こ登轟きれた

求職者のみを福祉対策の対象に取りあげて援助すること

は､この愛憐地区においては､日雇労観音のすべてを登

録していないかきり､対象をしぼった援助は実際問題の

処理に困難をともなう｡この地区には不特定多様な労働

者が15.000名以上滞脅し､その日の生活をなすため日銭

稼ぎに､当然センターのあっ旋番場を利用する｡この電

場を利用することによって､日雇労働者自体が西成労働

福祉センターの登録労働者である認識に立つ｡従って労

働福祉の対象は登録労働者の枠をとまみ出した不特定多数

者ということになる｡例えば　日雇労働者の1人が.秦

族ぐるみの生活問題で相談に来た場合､それ蕉福祉セン

ターよりも､福祉専務所に相談するのかよいといって

も､彼等はなかなか納得しない登録労働者である場合

は､病気一入院-生活援助､すべてがセンター厚生請で

見てくれるものと考えていろ｡その例として､府下のあ

る飯場で病気になって使いものにならなくなった労働者

を､フサウナ遠い飯場から自動車に乗せで厚生部の玄

関先に降ろす者があり､ひどいのになると出産寸前の姫

婦を自動車で送り付(する例もあって､職員を戸迷いさせ

た｡このように西成労働福祉センターの福祉事業を､自

分の枠内に事業の範囲をとどめることが出来ないのか､

愛隣地区に存在するセンターの宿命でもある｡

こんな事情であるから､日雇労働者が重病人や､行路

病人となって施設に収容されると､当人から入院の身廻

り品の貸与や､当座の小便銭の相談を受けろo無一文で

あるといえばスゲなく断ることも出来ないので･センタ

ーは実情を調査の上､最高2･000円から500円までの病床

見舞金を贈って援助をしていろ｡

他方､この種の相談ぼ各施設に持ち込まれるのであ

のん地区の施設の長が組織している現地懇談会議に

｢理想福祉基金｣を設けて､これらの収容者に必要身廻

り品の支給も行っていろ｡

これは昭和2年11月から支給Ltいるが､この福祉基

金による援助は当分なくなりそうにも思えない｡
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†医療と相談の事業

センターの医寮サービスの第1は､毎朝6時から､国

鉄･南海両電鉄がクロスする新今宮駅前の路面でおこな

はれる青空の寄り場で､あっせん業務をするセンターの

移動事務所(大型パス)の中で､第2は､午前9時から

夕方の7時まで､センター内の診療室で､外傷の手当､

施薬.医療相談などを行い､第3に､診療を必要とする

患者は､済生会今宮診療所に紹介して､治療する方法を

とっている｡

これらの詳細は別表の通り､早朝のバス内の手当は､

昭和43年度　医　藤･相

43年度は42年度とほぼ同数に近く､むしろ､400名近く減

少している｡これと反対に､医師紹介数(今宮診療所)

は年々増加し､またB粧こ､従来の内科､外科のほかに眼

科､歯科の専門医療機関の設置の必要を痛感させる｡取

扱数を月別に見ると､厚生部の取扱も､委託医藻の今宮

診療所でも､季節的に変化の多い4､ 5月と夏の最盛期

7､ 8月が高いことがわかる｡ 43年度の特徴として､けん

かあるいは暴力による傷害が多かったことである｡毎月

1日､ 16日は土建現場の休日で､飯場の勘定をもらった

労働者は愛憐地区にいわゆる｢里帰り｣する｡その日は

立飲屋は繁盛し､泥酔昔は街にころがり､喧嘩が各所に

設　取　扱　状　況

医演劇 月別 丶�ﾘ詹9b��V�詹9fﾂ�劔健康 ��h�#｢�4ｨ�ｲ�センター ��累計 

セン ター �7�5窺崩���7�5����i&fﾈｷ霍ﾘ棈ﾉ(ﾔ��ｩ&ｲ�

≡S36.7 I-S41.3 ��r��c���#ゅゴ��Rﾃ�#���312 鉄R�6.694 鉄偵��"�59,002 
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S42.4 -S43.3 �2��s"�i 89116i470 �14,868 �2�3Sr�磯SS�隶�#"��0 俘"�3,827 �3"ﾃS3��磯SS�隶�#"��Ilo,870 
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3 �?8�ｲ�51 鉄#��1.229 唏鱚2���ﾃ�B��ﾈ�ﾃ"��｢ ����演j �"緜sb����B貶�ﾃ"��125,226 

6 蘭"�章 �3唐�1.193 �#澱���r��ﾆ鳴��一丁! 途�340 �"經S"�����ﾆ鳴��127.778 

7 �#�"�88 鉄���1.306 ��Ε����R��ﾈ�ﾃb��免ﾂ�さ壷 �"繝C����ﾈ�ﾃR苻�ﾆ��130,626 
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起り､夜にもなると労働者同素が強奪する｢西成強盗｣

の出没がある｡この諸栗肢打襲傷､傷害と,'=って･医療

相談にはね返って来る.今宮診療所が酒気をおびた者の

診療を断っているのに､労働者は医寮を要求するこ中間

に立ってセンター職員は傷害の常置iこきよい､つ同こ

救急車に連絡する仕末､心ない一都の手配師の暴力的行

為については就労の民主化を押しすすめる必要が力説さ

れている｡労働者から聞かなくとも､最近万博を整えて

の労働力の不足は､午前C翫ゝら大阪府下各地の現場の

手配師がセンターあっ旋現場付近を中心に手配車権直

して､飯場への日雇労働者の呼び込みに右往左往してい

る｡その薮は東田町､東入船,西入船､束四条まで政が

り､その自動車の数は50台を越えると同よれているo

傷害の場合センターは被害者に直(･･警察や､防犯コ

ーナーに訴えろことを助言しているが､彼等は後難をお

Ⅶ年末｢友の会｣の貯金

その日暮しで日払い賃金に明け暮れ､毎朝センタ~の

ぁっ旋現場に集って来る労働者の大半は､貯蓄の余裕な

どあろうはすかない｡それだけに歳末が近すくと､日頃

のんきにかまえたり､怠けている者でも､アセリが見え

て来る｡求人数は12月の25日から次第に先細りと;=･,

I. 10分の1に減少し､大晦日と年始の数日は求人が零

となる｡そこでセンタ+まこうした困窮の打開策の一

助に､かねて労働者に貯蓄心をうえつけろため､昭和7

年の年末から､年末貯金の友の会を呼びかけ､毎日賃金

の中から1日10Hを貯金しt･ 30回積立でセンター敗

この積立金に奨励金を加算の上に､労働者に払戻しする

ことにし､休日の年末年始の5日間を過してもらうこと

にした｡この友の会貯金も昭和43年度で･ 7年目を迎

それてか､その鼓泣霞入ってしまう｡就労の民主化を

迎接の労蘭書に求めろには余りに無気力であるoそれに

は､すべての地区の手配醐ゝら求人の内容をセンターに

届出ろよう義務づけ､労固条件の履行と監督のため､整

合福祉センター設置の暁には､早醜介の終了した午前

8時からセンター内部で自己募集の行為をなさしめろと

ともに､関係官署(警察署､基準暑､職安所､センター)

の定例連絡会議を持つなど官公署の率先した指導監督が

必要である｡

4狩度で変ったことば､ 44年2月になって､ ｢三派全

学連の大学霞動｣で大阪市大病院や医局にも混乱が生じ

医師の派遣が不可能となり､福祉センター唯一の医療委

霊機関-今宮診療所は､つ同こ2月17日から日雇労働者

の受診を一部時間をかぎって休診やざるをえなくなっ

たことである.

ぇ､別表の通り諒立金額も上昇し､昭和3年度臥1回

の積立金300円の30回分､ giOOO円まで高額になり､セ/

クーの奨励金の加算も､ 1割の900円となったっこの

9,000円を途中解約せず､積立て終った会員は全数の90

%で､本年度は最高の成績であったo

r友の会｣会員の就労の経路､保険加入の有無､家族､

年令を調査したが,全員の3分の1曲菩湾事業に従事

し､残りの会員は60%が土建､40%が他(製造､運輸業)

に従事しているo土建に従事している労勘考は､最も不

安定な就労者{･.彼等の就労は､当日の天候､作業量､

内容に支配されて､年末は最も貯金を必要とする会員層

で､センターが会員加入を奨めていろ対象者である｡そ

れが全員の半数に達していないことは､日々就労が不安

定であることと､また保険にも加入が困難であることを

示すものである｡

積立貯金 区分S37年度中8年度 剩N末｢友の会｣ i s39年度iS40年度 剴x別B s41年訂 倬俤yUﾂ�8ｦﾙ7��S43年度 �/��

申込者総数 ��#)kﾃ#��334�#s辻�剄�! 刔ｨ爾ﾂ�士i �"�#SIkﾂ�

葱能義 ������ｿυ��751,200 塔ッﾃc���1,456.000 ��ﾃC�"ﾃC���2,708,700円 7,915.460 
積立貯金 入金者総数 剏ﾃ` ��+ﾂ�282 俛�I"�j一二 白ﾃC�9kﾂ�椿��

途中解約者 総数 �81 鉄��80 �3B�i い �3�kﾂ�

その他 �76 田2�言∴ �3SS��3s)kﾂ�

1人1日100円 1口まで 奨励金1割 支払金額 ¥75.12 �� �� �� 1人1口200円1人1口200 �1人l口300円1人1日300円 剩ｭ給 ¥882,620 

Ⅶ　センター登録者日,998名
登環の目的は､ (1漑労の適正をはかろ参考資料とす

る｡ (2)労働者の負傷または死亡など事故の場合の連絡

先､本籍地などの確認｡ (3)日雇労勘考失業保険､同健康

保険の適用の準備｡ (4日たずね人｣相談における写真の

照合などである｡

ただし､求職者に対する職業指導は｢登轟労働者｣で

あるなしにかかわらず行なわれでいるし､また､労災休

業補償の相談､事故相談､身上相談､家庭相談などにお

いても同様である｡

しかし､労働者はJl)労固着の負傷または死亡など事

故の場合の連絡先､本籍地を明らかにしておきたい｡ (2)

登寮手帳を一審の身分証明に利用したい｡といった動機

erで暴露裟二卜を単,a,5*片でなく､体

敦をととのえたセンター手帳に変更したことによって.

｢登録｣の速力を塔大させた｡センター手帳の内容は､

登録カードプラス手張といったもので43年度は､ 2,000

枚発行した｡そのうち当年度の新規登轟労働者数は981

名であったが､ ｢登録手帳｣再発行数は約1000名にのぼ

った｡こ油土､往来の求職票を新しく｢センター手帳｣

に切替えた舌が多く､それに若干の紛失再発行者が含ま

れてし･る｡

以下の資料は､ NO,Al～NOAl.999まで1.999名分

である｡

出身別でみると､例年通り大阪府出身者が238名と全

体の11 9%を占めて最も多く､以下福岡県162名(0.81

%)､鹿児島県106名(0.63%)と次いでいる｡

出身者数の多い府県順位にならべると､大阪､福岡､

鹿児島､兵庫､広島､愛媛､東京､山口､長崎､熊本､

北海道､京都､岡山､大分､宮崎､徳島､和歌山､高知､

C言),:･三三蕊諾言霊T遠謀叢書言
かたまっている｡

センター登録者出身序即ii

また､これらのうち､大阪､福岡､兵庫､東京､京都

などを除けば殆んとが盤業県であり､農村出身者の増大

化の傾向がみられる｡

前職別にみると､建設業(34%) ､鎖造業(22%) ､

運送業(16%)が多く､全体の72%にもなる｡次いで多

いのかサービス業(11%) ､農林漁業(5%)となって

いろ｡

蒜一曲
( 34'%)　(33/)

囲!圏

〇一
(/i/)

T.蕊
( //引　　　　(+〟)

年令別では20オ､ 30才､ 40オ代が1,999名中li759名で

あり､全体の88%を占めている｡実にたくましい労働源

と見られる｡

学歴別については､新中卒が全体の34%で最も多く､

小学校卒(23%)､旧中卒(11%)､高枚卒(11%)の順と

なっており､大学卒業者も15名(0.8%)含まれている○

このうち学校中退の者が全体の14%を占めている｡

登録労働者が西成へ来た時期の年次別内訳を比較して

見ると､42年が396名､ 43年-306名､ 40年-214名､ 41年

-199名､ 39年-120名と､計1 238名となり､ 39年以降

に西成へやって来た者が大半を占め､ここ数年この地区

へ流動して来た労働者が可なり多く､新陳代謝のはげし

さを物語っていろ｡

Ⅷ常用の促進-24件

雇用の奨励-19件
日雇から常用労働者になり､就労の安定をはかるため

の常用促進の貸付1件あたり10,000円ぼ､本年度は24

件､同支度金として､ 1件あたり5.000円を増給したも

の26件で､いずれも前年度より2件減少した｡

あいりん地区の労働者の常用化は､それの必要が痛感

されながら､実際問題としては非常に困難である｡その

理由患､常用になっても｢あいりん地区出身｣と見られ

ると､事業所内の対人関係が面白くない､常用当初の賃

金単価が日雇の時よりは低い､日給が月払同こなると､

最初の1ケ月の生活に困るなど､そこえもって来て､こ

こに住みついた労働者の多くは､自由というよりは､気

ままな生活の習性にひたってしまい､時間的にも規制さ

れた常用労働のワク内に(′まいたたまれなくなる｡

鞠豊満
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起(　　　こうした困難を打開する一助として､センターぬ常用

のと　　　貸付け1万円を無利子､ 10ケ月返済､別に5千円を支度

相…　　　金として膳治し､勧奨しているのであるが､上記のよう

教　　　に成績はあがらなかった｡

にこ　　　　この常用システムに関達し､センター登寮の労働者を

薮　　　常用した事業主に､その技術訓練と生活指導を要請する

刹　　　主旨で. 1件あたり8千円を3ケ月間支給し､雇用の実

れ　　　勘を酌､ったが､こ･.,iま19件にすぎなかった｡これは常

の`　　　用された労働者の中に､ 1カ月未満で韓職するものが多

事　　　いことを意味し､常用が両､にむずかしいかを物語って

しいろ｡

;i　常磐譜≡藍幾日的{..セ
ンター登録労鋤者で､同一事業所に6カ月以上､毎月11

日以上就労した労働者を事業所からすいせんしてもら

い､これに3千円を勝治したのであるが､ PRの不足か

これも予想外に下回り､わずか25件にすぎなかった｡

ぁ　　　Ⅸ短期の宿泊援助
と　　　　　愛隣地区につながる西今船町に､大阪府労働蔀は昭和

の　　　　43年末に5階建鉄筋の単身労働者の宿泊所､即ち大阪西

て　　　　成簡易宿泊所(南山寮)を新設した｡経営ぼ福祉法人大

て　　　　阪白亜館の委託経営で同一構内に建てられていろ｡

と　　　　　宿泊料は自選館と均衡をとって､ 1泊125円､食事は

助　　　朝食70円､夕食120円の予定､部屋は8人部屋で冷匿

年　　　　房設備もあり､毎日入浴も出来ろ新装の大浴場を設けて

の　　　　いろ立派な簡宿であるが､今のところ愛隣地区の簡易ア

パートの気安さに押えられて､その利用をセンター厚生

都に申込む日雇労働者の数は少ない｡

に　　　　　センターで-ま､この南山寮を困窮労働者の短期宿泊援

助に利用している｡

例えば連日アプレて宿泊も食事も出来なくて厚生部に

その援助を求める者､外傷で回復に短日の宿泊と食事の

援助を乞う者､常用就韻のための待機宿泊など､あらゆ

る援助に利用している｡援助開始以来1年6カ月に亘る

利用状況は1カ月20人平均､ 1月約14,000円の枠内にと

どめ､怠信者を生じないよう､よくケース･ワークして

紹介している｡

この短期宿泊援助は就労の機会の最も多い夏期に援助

者が多いことに気の付くが､一見矛盾のように思えるも

のの､夏場は求人が多いだけに､アプレも多くなること

を示すもので､こうした無作為の労働者の集合は常に､

求人数に比例して労働者の集合数も多くなるので､従っ

てアプレ数も多くなるのか特性である｡この傾向は医療

にも各種援助にも夏期の増嵩が如実に現ばれている｡

年末､宿泊あっせん

12月の30日､ 31日になると､求人が激減し､大晦日に

＼331

朝日､毎日両社とNHKに感謝

40万円の福祉資金を寄附

3回目のもので､深く謝意を表する次第である｡

センターはこの資金をもって､日雇労働者の生活援

助575名､ 636件､短期宿泊援助86名(廷267名､ 436泊

､ I.102食)など､雨の日や年末にあぶれたり､短期

病気になったものの生活援助にあで　その生活と福祉

の増進に賢し､寄託者の厚志にこたえている｡

は生活の援助(宿泊､食事)を訴えて福祉センターに来訪

する日雇労働者が多くなる｡これに対処するため､セン

ターは予め､救世軍関西連隊と連絡をとり､毎年12月30

日から翌年1月5日まで､救世軍の無料宿泊所の利用方

を依頼していろ｡この結果は下記のとおり､利用度の商

いの朕､労働福祉センターと西成地区の労働者になって

いろ｡しかし､年々その利用者も経済界の好況もあっ

て､日雇賃金の値上りとともに減少に向っている｡

救世軍キャンプに宿泊依頼したのは昭和38年末からで

あるが､同年の宿泊は実人員1,187名､延2.107名､この

うち西成地区から行ったものと推定される数は､ 719名

にのほったが､年々減少して､ 43年度?ま実数324名､延

1.023名､このうち西成地域から移宿したと推定される

数は90名そこそこに減少している｡

X　慰安演芸会に5千名
0 62Km四万の要隣地区に､ 1万数千人の日雇労働者

がアパート､簡易宿､ 2階借問の狭陰なところで､昼間

を除いて毎日､無味乾煉､単語な生活をつづけていろ｡

この地域の誰もが､労働者に対する｢慰安｣の必要を痛

感している｡したがって愛憐地区協議会をはじめ､あい

りん会館､市民館､警察署､労働福祉センター或陰街の

有志が､こうした催しにそれぞれ計画をだててるのも､

もっともなことである｡

毎年4月の陽春になると､日雇労働者の文芸誌｢裸｣

の会員が､自作自演の慰安大会を皮切りに錦秋の9月寅

までは､馨察暑､労働福祉センター､あいりん協議会と

次々に慰安大会が繰り抜けられ､青空舞台の萩町公園

(通称三角公園)は､各施設の競演場となる｡

労働福祉センターも､昭和43年度は春秋2回の｢慰安
の夕べ｣を開催したが､何れの会も観衆2 500名を越え

る盛況振りで出演者と観衆が一体となった熱演熱狂放

りは他の地区では見られないことである｡

仮設のめしやで

労働者の朝食風景(午前6時30)

(3)生活職業相談部

(4)厚　生　部

部長(莱)
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